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図1: データ圧縮の概要
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本解説資料は、推奨規格「低複雑度可逆圧縮及び準可逆圧縮とマルチスペクトル＆ハイパースペクトル画像圧縮(CCSDS123.0-

B-2)」*1）の主要な運用コンセプトと論理的根拠をまとめたものである。

2章に圧縮前・圧縮後画像の概要、3章に本推奨規格の圧縮アルゴリズム、4章に圧縮アルゴリズムのパラメータ設定に応じて

圧縮性能がどう変わるか、5章に実装にあたっての留意点、6章に他の圧縮方式との比較について、それぞれ記述している。

*1) マルチスペクトルカメラやハイパースペクトルカメラ、あるいはサウンダから得られた三次元画像に対して適用可能な、特定の可逆圧縮及び準可逆圧縮

アルゴリズムの推奨規格を記した文書。なお、準可逆圧縮とは、複号された画像と元の画像との差が指定した範囲に収まるような圧縮方式のことである。
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圧縮処理は図1に示すように、「プレディクタ」と「エンコ
ーダ」の2つの処理からなる。
「プレディクタ」では、ある箇所の画像データの値をその
近傍の画像データの値から線形予測法を用いて予測
し、得られた予測値と実際の値との誤差を量子化し、さ
らに符号なしの指標値へと変換する。
図2に処理イメージを示す。

「エンコーダ」では 、プレディクタによって得られた指標値をエントロ
ピー符号化により圧縮する。エントロピー符号化としてはサンプル適
応型エントロピー符号化アプローチ*2）、またはブロック適応型エント
ロピー符号化アプローチ*3）のいずれかを選択することができる。

*2） 可変長バイナリ符号語を使用して符号化する

*3） 指標値の系列を短く分割し、分割されたそれぞれの系列ごとに
使用する符号化方式を独立かつ適応的に選択し符号化する。
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図2: 予測処理のイメージ
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表1: フル画像圧縮の場合の本圧縮方式と他の圧縮方式との圧縮性能

（平均値の比較、値はサンプルあたりのビット数）

6章ではマルチスペクトル、またはハイパースペクトル画
像に対し、CCSDS規格（123.0-B）で規定されている圧縮
方式と、他の圧縮方式（JPEG-LS、JPEG2000）を適用し
た際の圧縮性能を比較している。

画像をそのまま圧縮した場合、及び画像を分割して圧
縮した場合のどちらも本規格で規定された方式の方が総
じて圧縮性能が良いと示されている。

表１に画像をそのまま圧縮した場合の各圧縮方式との
比較を示す。
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